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四條畷市民生委員
　児童委員協議会

北 井 隆 嗣

広 報 部 会

民生委員って
何してる？

過去の
広報誌を見る

民生委員に
興味ある！

迎迎春春
今年も民生委員・児童委員は今年も民生委員・児童委員は
地域のみなさまが心豊かに地域のみなさまが心豊かに
暮らすお手伝いをいたします暮らすお手伝いをいたします

　民生委員が一人暮らし高齢者の方々へ送る年賀状
のイラスト募集に、３４枚の応募が小学生からあり、
５作品選ばれました。ご応募いただきましたみなさま、
ありがとうございました。

一泊管外研修（10月 26日〜 27日） 　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
30
日
、
20
名
の
先
輩
民
生
委
員
児
童
委
員
が

退
任
さ
れ
、
翌
12
月
１
日
、
19
名
の
新
任
委
員
が
委
嘱
さ

れ
、
民
児
協
の
新
し
い
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

委
員
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

委
員
全
員
で
、
連
綿
と
続
く
民
生
委
員
制
度
の
一
端
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
仲
間
を
増
や
し
、

活
動
を
更
に
充
実
し
た
も
の
と
し
、
次
世
代
に
繋
い
で
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
、
活
動
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も

民
生
委
員
制
度
を
支
え
て
い
く
大
事
な
術
で
す
。

　

こ
の
両
面
の
民
児
協
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
條
畷
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

会
長　

北 

井 

隆 

嗣

年
頭
の
あ
い
さ
つ
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１
日
目
は
福
井
県
人
道
の
港
「
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」
と
「
空
と
こ
ど
も
絵
本
館
」
を
見
学
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
「
社
会
福
祉
法
人
石
川
整
肢
学
園
金
沢
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。
病
院
と
施
設
が
一
帯
と
な
り
専
門
的
治
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
の

他
一
般
の
外
来
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。
二
班
に
分
か
れ
各
部
屋
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
年
齢
に
合
っ
た
教
室
の
仕
組
み
、
お
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
一
人
一
人
に
対
す
る
医
療

が
配
慮
さ
れ
整
っ
て
い
ま
し
た
。
自
立
し
た
日
常
生
活
、
地
域
社
会
と
の
交
流
が
行
わ
れ
発

達
障
が
い
者
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。金 

子 

仁 

惠

　

10
月
20
日

（
月
）
交
野
女

子
学
院
を
訪

問
し
ま
し
た
。

収
容
可
能
人

数
は
58
名
で
、

現
在
43
名
が

お
ら
れ
ま
す
。

一
日
の
生
活

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
職
業
・

教
科
・
生
活
・

体
育
指
導
な

ど
が
あ
り
規
則
正
し
い
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
院
か
ら
12
か
月
位
ま
で
教
育
を
受
け
、
出
院

と
な
り
ま
す
。
施
設
案
内
も
あ
り
全
寮
制
の
学

校
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。
一
日
も
早
く
矯

正
教
育
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
る
場
所
に
戻

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

普 

照 

初 

枝

　

10
月
27
日
（
月
）
門
真
市
文
化
会
館
ル
ミ
エ
ー

ル
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
７
年
度
第
２
回
河
北
ブ

ロ
ッ
ク
主
任
児
童
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
「
せ
い
か
つ
を
ゆ
た
か
に
実
行

委
員
会
」
代
表 

千
住
真
理
子
氏
を
お
迎
え
し
、

「
こ
こ
ろ
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
性
教
育
に
つ
い
て
の
お

話
で
、
と
て
も
複
雑
で
難
し
い
内
容
で
し
た
。

吉 

田 

知 

子

　

11
月
４
日
（
火
）
給
食
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
は
自
校
方
式
の
給
食
を
経
験

し
て
い
た
の
で
、
説
明
を
受
け
驚
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
日
、
10

校
４
５
０
０
食
分
を
作
り
、
各
学
校
に
、
配
送
・
回
収
・
洗
浄
が
一
貫
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
白
菜
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
野
菜
は
１
枚
ず
つ
は
が
し
て
洗
浄
さ
れ
る
な
ど
衛
生
面
に
も
配
慮
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
に
２
人
の
栄
養
教
諭
が
配
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
年
に
応
じ
た
量
・

喜
ぶ
工
夫
な
ど
を
さ
れ
た
献
立
表
を
作
成
し
、
全
校
生
徒
の
食
育
も
担
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
給
食
セ

ン
タ
ー
の
見
学
は
実
り
の
多
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

﨑 

野 

和 

子

　

10
月
31
日
（
金
）
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
作
ら
れ

た
施
設
で
あ
る
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
講
義
、
体
験

学
習
を
行
う
。
地
震
体
験
で
は
、
東
日
本
、
熊
本
等
各
地
で
起

き
た
動
き
を
身
を
も
っ
て
学
習
す
る
。
前
も
っ
て
知
っ
て
い
る

か
ら
耐
え
ら
れ
る
が
、
不
意
に
来
る
と
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
程

強
烈
な
震
動
で
あ
る
。
ま
た
非
常
時
に
使

え
る
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
習
い
、
日
常
で

も
使
え
る
よ
う
に
練
習
し
て
く
だ
さ
い
と

の
こ
と
、
災
害
は
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
こ
そ
備
え
が
大
切
だ
な
と
思
う
。

治
郎
丸 

昭 

夫

一 
 

泊 
 

管 
 

外 
 

研 
 

修 
(

10
月
26
日
～
27
日)

生

活

福

祉

部

会

主
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児
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空とこども絵本館空とこども絵本館
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10
月
15
日

（
水
）
Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ
の

山
﨑
勢
津
子
氏

に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
認

知
症
世
界
の
歩

き
方
」
で
す
。
買
物
に
行
く
前
に
財
布
を
忘
れ

な
い
よ
う
靴
の
中
に
財
布
を
入
れ
た
事
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
事
例
「
消
え
た
財
布
の
謎
」
に
つ

い
て
、
背
景
に
あ
る
物
を
想
像
し
て
み
る
な
ど
、

本
人
や
家
族
か
ら
見
方
認
定
さ
れ
る
よ
う
安
心

で
き
る
人
と
一
緒
に
動
く
こ
と
な
ど
、
優
し
い

寄
り
添
い
方
を
学
び
ま
し
た
。
認
知
症
を
本
人

目
線
で
正
し
く
理
解
し
、
頼

れ
る
仲
間
を
作
り
、
対
話
を

大
切
に
し
て
、
認
知
症
と
共

に
人
生
を
前
向
き
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

西 

川　

 

治

（3）

退
任
に
寄
せ
て

退
任
に
寄
せ
て

退
任
に
寄
せ
て

退
任
に
寄
せ
て

退
任
に
寄
せ
て

退
任
に
寄
せ
て

　

９
月
17
日

（
水
） 

能
登
半

島
地
震
で
の
日

本
赤
十
字
社
の

災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

体
験
を
通
じ
た
話
が
興
味
深
か
っ
た
。
阪
神

淡
路
、
東
日
本
、
熊
本
地
震
等
大
き
な
災
害
が

続
い
て
い
る
時
に
起
き
た
現
象
、
こ
の
様
な
災

害
が
何
時
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
南
海

ト
ラ
フ
地
震
も
今
来
て
も
お
か
し
く
な
い
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
こ
と
わ
ざ
通
り
今
出
来

る
事
を
、
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。治

郎
丸 

昭 

夫

定

例

会

研

修

四條畷市長特別感謝状（在籍１５年以上の退任委員）

中　村　眞知子
佐　藤　温　子

中　林　善　造
大　石　和　子

小　林　由美子
藤　原　清　美

藤　本　寿　子

清　水　富　雄
香　山　清　美

西　口　久美子佐　倉　公　子

谷　口　昇　治築　山　常　子川　島　由美子
橋　本　啓　一

四條畷市長感謝状（在籍４年以上の退任委員）

厚生労働大臣感謝状（在籍６年以上の退任委員）

小　林　由美子
藤　原　清　美
築　山　常　子

中　村　眞知子
佐　藤　温　子
谷　口　昇　治

藤　本　寿　子
川　島　由美子
橋　本　啓　一

西　口　久美子
清　水　富　雄

佐　倉　公　子
中　林　善　造

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け

て
24
年
、
社
会
状
況
も
変
化
、
少
子
高

齢
化
、
地
域
の
繋
が
り
の
希
薄
化
、
地

域
福
祉
の
多
様
化
に
伴
い
取
り
巻
く
環

境
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

諸
先
輩
方
、
委
員
の
皆
さ
ま
と
同
じ
時
間
を
共
有
し
、

学
び
な
が
ら
活
動
で
き
た
事
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
温

か
い
ご
指
導
と
支
え
で
任
期
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
皆
さ
ま
と
の
活
動
は
か
け
が
え

の
な
い
友
人
た
ち
と
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
微
力
な
が
ら
地
域
の
活
動
に
協
力
出
来
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
退
任
委
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
今

ま
で
関
わ
り
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
委
員
の
皆
さ
ま
、
担
当

行
政
・
地
域
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

顧
問
　
小 

林 

由
美
子

退 任 委 員退 任 委 員退 任 委 員退 任 委 員

永年に亘りご尽力いただきまして
ありがとうございました

小林由美子
西口久美子
中林　善造
橋本　啓一
河江　和美

中村眞知子
藤原　清美
清水　富雄
大石　和子
中村ひとみ

藤本　寿子
佐藤　温子
築山　常子
香山　清美
三船由紀恵

佐倉　公子
川島由美子
谷口　昇治
澤田　文子
本山　　晃

退 任 感 謝 状退 任 感 謝 状退 任 感 謝 状

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）
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表 彰 お め で と う ご ざ い ま す表 彰 お め で と う ご ざ い ま す

古賀 初子
滝木間

山口 典子
楠公

中野 正孝
楠公

田村 秀子
塚米

小山 さよ
楠公

北井 隆嗣
塚米

普照 初枝
塚米

土井 まさ子
川崎

金子 仁惠
畑中

中田 惠子
川崎

増田 貴久代
畑中

新木本 多佳子
滝木間

阿部 ゆき江
雁屋

向井 弘子
北出

永廣 光子
中野本町・西中野

山口 春美
岡山

響野 豊
岡山

小寺 美香
忍ケ丘小学校区

佐野 優子
江瀬美

土井 一代
二丁通

岡田 まり
江瀬美

井上 知代子
二丁通

島岡 昌美
江瀬美

平山 明子
雁屋

稲川 裕美子
雁屋

松本 浩司
雁屋

成見 千津子
雁屋

古岡 亜隆
中野本町・西中野

三屋 満美
中野本町・西中野

加治 治子
中野本町・西中野

萩田 和子
中野本町・西中野

酒井 博美
美田

松岡 俊生
美田

若松 高
蔀屋

淺井 清子
北出

野村 孝治
逢阪

村川 充
岡山

薮田 義博
清滝

大田 美和子
清滝

中尾 眞澄
清滝

南畑 幸子
清滝

槙山 多香子
中野新町

兼松 小夜子
中野新町

下家 睦子
中野本町・西中野

林 範彦
岡山

﨑野 和子
岡山

大谷 孝之
岡山

渡邉 昌子
岡山

坂本 喜久代
岡山

林 靖世
岡山

上邨 雅則
岡山

椋埜 道孝
岡山

郷原 廣美
田原台

厚海 英行
田原台

吉野 真奈美
田原台

島田 秀雄
田原台

八坂 裕子
緑風台

西川 治
下田原

田中 裕美
下田原

奥田 洋子
上田原

小森 史子
砂

木田 修次
府営清滝

山本 明
府営清滝

治郎丸 昭夫
府営清滝

歌門 敬子
さつきヶ丘

外村 佳子
田原台

中島 賢治
田原台

旭 恵美里
田原小学校区

髙濱 路子
くすのき小学校区

泉 葉子
岡部小学校区

橋垣 富美子
四條畷小学校第２校区

江頭 志乃
南小学校区

吉田 知子
四條畷小学校第１校区

（令和７年１２月１日から）民生委員・児童委員

主任児童委員

民生委員・児童委員、主任児童委員の紹介民生委員・児童委員、主任児童委員の紹介

　ここで紹介する委員は、令和７
年 12 月 1 日の一斉改選時点で委
嘱された民生委員・児童委員、主
任児童委員です。定員 82 名中、
73 名に委嘱され、9 名が欠員の状
態です。
　欠員のある地区は、畑中・蔀屋・
東中野・岡山・砂・田原台 8 丁目・
田原台 9 丁目・府営清滝です。委
嘱が確定次第、次号以降で、氏名・
地区を写真とともに紹介します。

西　口　久美子佐　倉　公　子 兼　松　小夜子

（民生委員・児童委員功労者表彰）(在籍期間が通算２０年以上)
令和７年度全国民生委員児童委員連合会会長表彰

（中野本町・西中野地区）（ 雁 屋 地 区 ） （中野新町地区）

（敬称略・順不同）

なあ！！ 知ってはる？なあ！！ 知ってはる？なあ！！ 知ってはる？なあ！！ 知ってはる？
　2026 年 4 月より　
自転車の交通違反に
反則金が科されます！

〈 備考 〉


